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沈
沈
た
る
牛
渚
町
磯
首
説
霊
怪
多
し
と
行
人
夜
乗
る
生
犀
町
燭
ゐ
ず
υ品
摘
を
照
せ
ば
洪
深
く
し
て
祷
群
を
閥
〈
車
に
乗
り
馬
に
鵠
し
て
往
き
復
た
旋
る
赤
紋
朱
冠
何
ぞ
偉
然
た
る
波
は
海
若
に
驚
き
て
幽
石
潜
み
龍
は
胡
拐
を
抱
き
て
黒
泉
に
臥
す
水
演
の
丈
人
曽
て
語
る
こ
と
有
り
物
或
は
之
を
悪
み
て
蛍
に
汝
を
害
す
べ
し
と
武
昌
の
妖
夢
果
た
し
て
民
と
な
り
百
代
的
英
成
も
鬼
府
に
埋
も
る
青
青
た
る
蘭
主
本
殊
に
香
し
泉
魚
を
察
L
見
れ
ば
固
よ
り
粋
な
ら
ず
清
水
自
ら
清
〈
河
自
ら
濁
り
周
公
は
大
聖
按
輿
は
在
す
千
年
の
腿
魅
も
華
表
に
逢
い
九
目
的
茶
葉
侃
嚢
と
作
す
吉
隆
英
田
普
悪
死
生
野
一
貫
普
悪
と
死
生
と
は
腎
く
一
貰
祇
臆
斗
酒
任
蒼
蒼
た
戸
ま
さ
に
斗
酒
し
て
蒼
蒼
た
る
に
任
す
べ
し
〔
李
願
、
「
雑
剛
町
」
〕
こ
の
詩
は
E
目
的
温
崎
町
故
事
に
も
と
づ
い
て
牛
渚
の
怪
の
こ
と
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
牛
祷
と
は
、
一
安
徽
省
当
塗
県
西
北
町
地
名
、
一
名
を
来
石
と
い
う
。
牛
渚
と
い
え
ば
、
謝
眺
や
李
自
の
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ
り
、
李
自
の
墓
も
存
す
加
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
有
名
な
の
が
温
幡
町
燃
犀
の
故
事
で
あ
る
。
そ
の
故
事
と
は
、
(
温
幡
旋
干
武
昌
)
、
至
牛
渚
磯
。
水
深
不
可
測
、
世
云
其
下
多
怪
物
、
(
混
)
幡
逢
蝦
犀
角
而
照
之
。
須
県
‘
見
水
族
覆
火
、
奇
形
呉
服
、
或
乗
馬
車
普
赤
衣
者
。
幡
其
夜
夢
人
間
己
目
、
興
君
幽
明
道
別
、
何
意
相
聞
也
。
意
甚
悪
之
.
幡
先
有
歯
疾
、
至
是
抜
之
、
因
中
風
、
至
銘
未
句
而
卒
、
時
年
四
十
二
。
祉
州
士
庶
聞
之
、
英
不
相
顧
而
泣
。
(
『
著
書
』
巻
六
七
、
列
博
三
七
、
温
崎
仰
)
と
い
う
も
の
で
、
牛
渚
の
磯
で
犀
角
を
燃
し
て
磯
水
を
照
し
、
奇
形
異
状
な
る
水
族
的
姿
を
見
た
温
繍
は
句
な
ら
ず
し
て
死
亡
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
『
著
書
』
巻
七
成
帝
紀
に
よ
れ
ば
、
温
時
的
卒
し
た
の
は
、
威
和
四
年
(
三
二
九
)
夏
四
月
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
温
嶋
燃
犀
の
故
事
に
つ
い
て
は
、
『
異
苑
』
に
も
ほ
12 
ぽ
同
様
の
こ
と
が
見
え
る
。
吾
混
幡
豆
M
T
渚
磯
。
聞
水
底
有
音
楽
之
聾
.
水
深
不
可
測
、
仰
言
下
多
怪
物
。
乃
燃
犀
角
而
照
之
。
須
史
見
水
族
覆
火
奇
形
、
或
乗
馬
車
著
赤
衣
服
.
其
夜
夢
人
調
目
、
奥
君
幽
明
道
問
、
何
意
相
照
耶
。
嶋
甚
悪
之
、
未
幾
卒
。
(
『
聞
申
津
討
原
』
十
六
集
所
収
『
異
苑
』
巻
七
、
燃
犀
照
渚
)
更
に
『
太
平
広
記
』
に
も
そ
の
故
事
は
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
前
二
例
と
は
い
さ
さ
か
異
な
っ
た
部
分
も
あ
る
の
で
、
煩
を
い
と
わ
ず
全
文
を
か
か
げ
る
。
古
今
相
悔
、
夜
以
火
照
水
底
悉
見
鬼
紳
1
温
峨
平
蘇
峻
之
難
、
及
机
1
4口、
及
試
照
君
。
果
見
官
寺
赫
突
入
徒
甚
盛
。
又
見
翠
小
児
雨
雨
為
偶
、
乗
昭
車
駕
以
賀
羊
、
唯
貯
可
悪
。
混
既
夢
見
紳
怒
目
、
首
令
君
知
之
、
乃
得
病
也
。
(
『
太
平
成
記
』
巻
二
九
四
、
紳
回
、
温
崎
、
引
『
志
岱
)
以
上
に
引
用
し
た
三
説
話
の
う
ち
、
『
異
苑
』
所
収
の
も
の
は
、
水
中
に
音
楽
を
聞
く
と
い
う
点
で
い
さ
さ
か
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
私
見
で
聞
は
そ
れ
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
は
『
輿
地
広
記
』
の
記
述
で
、
温
崎
が
牛
渚
の
磯
に
お
い
て
「
鼓
楽
之
音
」
を
聞
い
た
と
す
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
は
触
れ
な
い
。
『
広
記
』
所
収
の
『
志
怪
』
に
も
と
づ
い
た
も
の
は
、
水
底
を
聞
す
と
い
う
行
為
、
水
中
町
怪
を
見
て
後
夢
に
鬼
神
が
現
わ
れ
て
病
を
得
る
と
い
う
結
果
と
、
基
本
的
な
点
に
お
い
て
は
、
他
の
二
例
と
一
致
は
す
る
が
、
溢
聞
と
い
う
地
名
が
異
な
り
、
又
水
中
町
怪
の
あ
り
さ
ま
も
や
や
異
な
る
。
そ
れ
に
『
志
怪
』
の
モ
チ
ー
フ
の
内
容
は
、
「
夜
火
を
以
て
水
底
を
照
せ
ば
悉
く
鬼
神
を
見
は
す
」
と
い
う
も
の
で
、
前
二
例
の
牛
渚
の
磯
町
下
に
「
怪
物
多
し
」
と
い
う
伝
承
と
は
や
や
異
質
で
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
こ
の
温
幡
こ
そ
は
呆
敢
に
タ
ブ
ー
に
挑
戦
し
、
そ
れ
を
う
ち
破
ら
ん
と
し
た
最
初
町
人
物
で
あ
っ
た
と
一
言
え
よ
う
。
そ
し
て
「
百
代
の
英
威
も
鬼
府
に
埋
も
る
」
る
そ
の
悲
劇
的
な
死
の
故
に
、
パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
あ
け
ん
と
し
た
最
初
町
人
物
と
し
て
、
彼
町
名
は
長
く
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
牛
渚
の
怪
に
つ
い
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
「
世
に
云
う
其
の
下
に
怪
物
多
し
と
ヘ
「
伝
へ
川
言
う
下
に
怪
物
多
し
と
い
と
言
わ
れ
、
唐
の
李
吉
甫
の
『
元
和
郡
県
図
志
』
に
も
、
温
崎
至
牛
清
、
燃
犀
照
。
諸
霊
怪
亦
在
於
此
。
と
あ
る
よ
う
に
、
混
輔
の
故
事
以
前
か
ら
何
ら
か
の
怪
異
に
つ
い
て
の
伝
承
が
こ
の
牛
渚
の
磯
町
あ
た
り
に
存
在
し
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
小
稿
は
古
地
誌
や
古
小
説
等
に
見
え
る
周
辺
地
域
の
古
伝
説
等
を
も
ふ
ま
え
つ
つ
、
温
崎
町
牛
渚
の
怪
以
前
に
、
こ
の
あ
た
り
に
存
在
し
た
伝
承
と
禁
忌
を
明
ら
か
に
し
、
水
中
世
界
と
他
界
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。一
紀
義
的
『
宣
城
副
』
に
、
牛
渚
山
突
出
江
中
、
謂
牛
渚
針
。
古
津
波
慮
也
。
(
『
漢
唐
地
理
書
紗
』
所
収
、
中
華
書
局
影
印
本
)
と
い
う
記
事
が
見
え
る
が
、
恐
ら
く
こ
れ
は
牛
渚
に
関
す
る
最
も
古
い
記
述
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
、
牛
渚
山
が
江
中
に
突
出
し
て
い
る
こ
と
と
、
牛
渚
の
磯
が
古
〈
か
ら
の
交
通
の
要
所
と
し
て
渡
し
場
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
く
『
漢
唐
地
理
番
紗
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、
ω
 
願
野
王
町
『
輿
地
志
』
に
よ
れ
ば
、
牛
渚
山
首
有
人
噂
行
、
云
此
慮
連
洞
庭
穿
、
通
無
底
、
見
有
企
牛
欣
異
、
為
精
怪
而
出
。
牛
渚
山
此
詞
之
採
石
。
按
今
針
採
石
渡
口
上
、
有
謝
料
軍
調
。
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
条
は
宋
初
町
地
理
書
『
太
平
寝
字
記
』
巻
一
O
五
、
江
南
西
道
、
当
塗
県
内
条
に
も
見
え
る
が
、
字
の
異
同
が
多
少
は
存
在
す
る
も
の
の
ほ
ぽ
同
様
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
牛
渚
山
首
の
あ
た
り
に
洞
庭
に
ま
で
連
な
る
と
称
さ
れ
る
地
穴
が
存
在
し
、
そ
こ
に
金
牛
肉
状
異
な
る
が
精
怪
と
な
っ
て
出
現
し
た
と
い
う
。
洞
庭
が
地
穴
で
あ
る
と
い
う
伝
承
は
か
な
り
古
い
時
代
か
ら
存
在
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、
『
山
海
経
』
海
内
東
経
町
郭
瑛
注
に
は
、
洞
庭
地
穴
也
。
在
長
抄
巴
陵
。
今
呉
服
南
大
湖
中
有
包
山
、
下
有
綱
庭
穴
進
。
潜
行
水
底
、
云
無
所
不
通
、
韓
為
地
脈
。
と
あ
っ
て
、
地
蜘
と
さ
え
称
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た
、
同
じ
『
山
海
経
』
の
中
山
経
の
注
に
も
、
今
長
抄
巴
陵
脇
西
又
有
洞
庭
殿
、
指
伏
通
江
。
は
あ
る
。
そ
こ
で
更
に
洞
庭
に
関
す
る
記
述
を
調
べ
て
み
る
と
、
「
玄
中
)
記
』
に
出
づ
る
と
し
て
、
田
呉
圏
西
有
具
直
湾
、
中
有
包
山
、
山
有
洞
庭
賓
室
。
入
地
下
潜
行
、
遇
政
明
倍
東
武
。
g
院
と
い
う
宝
室
内
伝
説
も
あ
る
ほ
か
、
『
呉
地
記
』
に
言
う
と
し
て
、
ぷ
包
山
在
脈
西
一
百
三
十
里
、
中
有
洞
庭
、
深
遠
世
英
能
制
。
併
と
の
記
事
、
更
に
は
『
風
土
制
』
に
言
う
と
し
て
、
太
湖
中
山
有
洞
穴
、
傍
行
地
中
無
所
不
遇
、
調
之
洞
庭
。
と
い
う
記
載
も
あ
り
、
洞
庭
内
地
穴
伝
説
が
そ
の
当
時
広
〈
お
こ
な
わ
れ
13 
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
牛
渚
付
近
に
は
そ
れ
以
外
に
も
地
穴
、
あ
る
い
は
炊
穴
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
が
存
在
し
た
ら
し
い
。
先
に
あ
げ
た
『
太
平
安
宇
記
』
巻
一
O
五
円
当
塗
県
の
同
じ
項
に
は
、
銅
山
、
山
在
勝
南
、
出
好
銅
。
古
謂
丹
陽
穴
也
。
と
あ
る
ほ
か
、
金
牛
渚
、
在
鯨
西
北
十
里
。
東
方
朔
紳
異
記
-z、
有
銅
興
金
相
似
・
1
云、
【キザ
昔
有
金
井
起
於
此
山
、
入
牛
渚
、
次
穴
猶
存
。
附
と
の
伝
承
も
見
え
る
。
金
牛
渚
と
い
う
地
名
は
、
牛
渚
の
磯
と
の
関
係
が
連
想
さ
れ
る
と
共
に
、
前
に
も
触
れ
た
『
輿
地
志
』
に
見
え
る
金
牛
と
も
関
連
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
金
牛
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。
凶
幽
明
鎌
田
、
世
(
南
)
牛
渚
、
津
水
極
深
、
無
可
算
計
。
人
見
一
金
牛
、
形
甚
塊
祉
、
以
金
為
鎖
紳
。
こ
の
『
幽
明
録
』
に
い
う
牛
渚
は
、
「
准
」
又
は
「
地
南
」
と
い
う
地
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
准
水
周
辺
町
別
内
牛
渚
と
称
す
る
地
の
こ
と
か
と
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
の
だ
が
、
筆
者
の
わ
ず
か
の
調
査
に
よ
っ
て
も
、
他
に
牛
楕
と
い
う
土
地
が
准
水
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
と
い
う
記
録
は
見
あ
た
ら
ず
、
や
は
り
太
平
当
塗
的
地
の
牛
渚
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
『
幽
明
鍬
』
内
記
事
に
つ
い
て
は
、
次
的
資
料
が
参
考
と
な
ろ
う
。
そ
れ
は
『
御
覧
』
巻
八
九
九
、
獣
部
、
牛
中
の
、裏向
江
賦
九
日
目
、
呉
時
有
錨
約
、
釣
於
止
l
岨
伯
、
擁
一
金
鎖
。
引
之
則
金
牛
汎
然
而
出
。
約
地
而
捨
、
因
以
渇
名
ー
と
い
う
記
事
で
、
こ
れ
は
金
鎖
と
金
牛
と
の
関
係
、
そ
し
て
牛
渚
と
い
う
4
そ
の
場
所
と
、
す
べ
て
の
面
で
先
に
あ
げ
た
『
幽
明
録
』
の
記
述
と
そ
の
1
モ
チ
フ
が
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
、
諸
説
話
的
記
述
内
符
舎
が
同
一
の
伝
承
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
記
述
は
共
に
牛
渚
の
地
名
町
由
来
を
伝
え
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
対
象
地
域
を
更
に
拡
大
し
て
江
水
准
水
町
周
辺
に
ま
で
考
察
の
範
囲
を
ひ
ろ
げ
て
み
る
と
、
金
牛
肉
伝
説
は
か
な
り
古
い
時
代
か
ら
、
広
い
地
域
に
伝
播
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
前
掲
の
顧
野
王
町
『
輿
地
志
』
に
は
、
金
牛
山
、
昔
呉
楚
之
問
、
金
牛
出
、
自
見
陵
奔
来
此
山
而
没
、
因
名
之
。
と
あ
る
。
『
安
宇
記
』
巻
九
三
、
江
南
東
道
の
杭
州
堕
官
県
内
条
に
は
金
牛
山
内
名
が
見
え
、
こ
の
『
興
地
士
山
』
の
も
の
と
同
じ
文
章
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、
少
く
と
も
宋
代
に
は
そ
の
あ
た
り
が
枇
陵
か
ら
金
牛
が
来
た
っ
間
た
場
所
と
し
て
信
じ
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
術
江
省
海
寧
県
東
町
地
で
あ
る
。
『
読
史
方
輿
紀
要
』
巻
九
O
、
所
江
二
、
海
愉
県
の
項
に
も
金
牛
山
に
つ
い
て
の
記
事
が
見
え
、
金
牛
山
鯨
東
八
十
三
里
。
高
三
百
丈
、
周
十
九
里
、
山
勢
隆
起
冠
子
境
内
。
山
側
有
洞
、
深
不
可
測
。
相
博
宋
建
売
初
避
乱
者
多
居
此
。
と
言
、
7
0
金
牛
山
に
深
い
洞
穴
が
あ
る
と
い
う
こ
の
記
述
は
、
き
わ
め
て
信
頼
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
か
ら
、
金
牛
の
出
発
点
と
さ
れ
る
枇
陵
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。
更
に
、
劉
宋
の
胡
介
の
『
常
徳
困
問
問
』
に
は
、
金
牛
山
是
山
有
金
牛
、
見
則
臆
太
平
。
其
中
有
金
穴
、
淘
採
之
(
此
云
奮
経
)
。
と
い
う
、
金
牛
と
金
穴
の
結
合
し
た
伝
説
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
金
穴
か
ら
は
金
が
採
掘
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
同
様
の
こ
と
が
『
輿
地
紀
勝
』
巻
六
八
、
荊
湖
北
路
常
徳
府
の
景
物
下
に
も
見
え
、
「
金
牛
山
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
、
同
じ
く
『
棋
唐
地
理
書
紗
』
所
収
の
郎
蔚
之
の
『
階
阿
川
州
郡
図
経
』
に
は
、
合
肥
腕
金
牛
山
、
昔
有
企
牛
、
従
此
山
出
奔
入
江
中
。
故
其
慮
有
清
、
猶
調
金
牛
渚
。
と
あ
る
。
『
賓
宇
記
』
巻
一
一
一
六
、
准
南
道
隆
州
合
肥
県
内
条
に
は
、
ほ
ぽ
同
じ
記
述
が
見
え
、
更
に
『
輿
地
紀
勝
』
巻
四
五
、
准
南
西
路
庇
州
、
景
物
下
に
も
同
様
の
こ
と
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
現
在
的
安
徽
省
内
地
で
あ
る
。
在
龍
陽
師
師
」
と
言
、
っ
。
現
在
的
湖
南
省
常
徳
市
付
近
そ
し
て
更
に
、
「
淵
鑑
類
函
』
巻
二
六
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
、
「
金
牛
化
」
と
題
し
て
、
洞
底
上
有
天
帝
壇
山
、
山
有
企
牛
{
八
1
呉
孫
権
時
令
人
掘
金
。
金
化
為
牛
、
走
上
山
.
其
跡
存
藷
、
故
名
。
と
言
、
ヮ
。
こ
の
伝
承
は
、
洞
庭
と
金
牛
と
穴
と
が
結
合
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
を
採
掘
し
た
と
い
う
点
で
は
な
は
だ
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
出
典
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
も
し
そ
の
洞
庭
が
太
湖
包
山
町
洞
庭
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
程
近
い
湖
、
明
聖
湖
に
つ
い
て
の
次
的
記
録
は
、
そ
れ
と
何
ら
か
の
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
『
水
経
注
』
巻
四
O
、
漸
江
水
町
条
で
、
経
文
に
、
勝
南
江
側
有
明
聖
湖
。
と
あ
り
、
更
に
注
に
は
、
父
老
博
言
、
湖
有
企
牛
、
古
見
之
。
肺
化
不
側
、
湖
取
名
罵
。
と
い
う
。
そ
し
て
『
御
覧
』
巻
九
O
O、
獣
部
一
二
、
牛
下
、
'
』
ふ
i
晶、
回)
劉
道
毘
銭
塘
記
目
、
明
聖
湖
有
金
牛
、
嘗
有
見
者
。
紳
化
英
測
、
遂
以
名
湖
。
と
あ
る
か
ら
、
唐
宋
の
頃
に
ま
で
金
牛
伝
説
は
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
も
よ
河
で
あ
る
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
太
湖
包
山
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
よ
う
な
資
料
は
見
あ
た
ら
な
い
。
洞
庭
が
長
沙
に
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
先
に
あ
げ
た
『
山
海
経
』
郭
瑛
注
ほ
か
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
長
沙
付
近
に
は
金
牛
伝
説
と
と
も
に
金
牛
の
名
を
冠
し
た
地
名
も
存
在
し
た
。
洞
庭
内
金
牛
穴
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
『
太
平
質
宇
記
』
(
補
悶
)
巻
一
一
四
、
江
南
西
道
、
部
州
長
沙
県
の
項
に
、
金
牛
山
、
在
鯨
西
南
九
里
。
と
の
記
述
が
見
え
、
同
じ
巻
町
樟
州
普
化
県
の
項
に
は
金
牛
岡
町
名
を
あ
げ
、
か
〈
い
う
。
金
牛
岡
、
在
牒
西
1
方
輿
勝
賞
、
洞
中
記
載
、
赤
牛
渡
江
、
糞
金
於
江
中
。
舟
人
跡
逐
至
山
不
見
。
乃
掘
地
求
之
、
掘
慮
猶
存
、
謂
之
金
牛
問
。
牛
肉
糞
が
金
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
追
っ
た
と
い
う
訳
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
と
ほ
ぽ
同
様
の
牛
糞
が
金
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
は
他
に
も
あ
る
。
『
輿
地
紀
勝
』
巻
三
、
両
掘
削
西
路
、
嘉
興
府
内
景
物
下
は
カ
く
い
う
。
金牛と洞穴(吉
金
牛
山
在
海
盛
岡
肺
西
南
五
十
里
。
呉
地
志
云
、
昔
有
金
牛
糞
金
。
村
民
自
事
伯
奥
弟
随
之
牛
穴
此
山
而
入
。
二
人
盤
山
以
取
之
。
入
不
止
、
山
頼
、
兄
弟
皆
死
。
遂
以
名
之
、
亦
回
全
牛
洞
。
『
淵
鑑
類
函
』
巻
二
六
、
穴
部
所
収
の
次
的
話
も
同
様
の
伝
説
で
あ
ろ
う
と
思
b
れ
る
。
揚
州
記
目
、
海
腫
牒
西
南
有
骨
骸
山
、
山
有
企
牛
。
昔
有
弟
兄
三
人
、
共
盤
吹
求
、
同
死
穴
中
。
因
名
骨
骸
。
15 
会
骸
山
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
陸
広
微
の
『
呉
地
記
』
(
『
泌
唐
地
理
書
紗
』
所
収
)
に
は
、
海
堕
県
の
項
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
-
A
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骨
稽
山
是
陸
翠
兄
弟
尋
金
牛
之
慮
。
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
、
耳
目
の
著
作
郎
で
あ
っ
た
楽
資
の
撰
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
九
州
要
記
』
(
『
棋
唐
地
理
香
紗
』
所
収
)
に
も
同
様
の
記
事
が
見
え
、
官
骸
山
、
古
有
企
牛
入
此
山
、
皐
伯
通
兄
弟
盤
山
取
牛
。
山
崩
、
二
人
同
死
此
穴
中
、
因
日
官
骸
山
。
と
述
べ
る
が
、
先
に
あ
げ
た
『
輿
地
紀
勝
』
に
引
く
『
呉
地
志
』
の
記
事
と
基
本
的
な
諸
点
が
一
致
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
牛
誕
の
こ
と
は
全
〈
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
以
上
町
四
資
料
か
ら
、
海
盟
県
に
は
か
な
り
古
い
時
代
か
ら
、
金
牛
に
関
す
る
伝
説
が
存
在
し
た
こ
と
は
説
明
の
要
も
な
〈
明
白
で
あ
る
と
断
言
し
て
き
し
っ
か
え
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
前
に
掲
げ
た
コ
興
地
志
』
の
金
牛
山
は
、
J
H宇
記
』
に
よ
れ
ば
盟
官
県
で
現
在
の
海
寧
県
、
す
な
わ
ち
現
在
は
海
盟
県
に
接
す
る
隣
接
県
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
輿
地
志
』
に
い
う
金
牛
は
、
毘
陵
よ
り
来
た
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
『
輿
地
紀
勝
』
巻
六
、
両
断
西
路
常
州
、
景
物
下
に
は
、
奔
牛
堰
の
項
が
あ
り
、
次
め
よ
う
に
言
う
。
九
域
志
云
、
故
老
相
博
、
古
有
金
牛
奔
此
、
故
以
名
之
.
又
梁
載
言
、
十
道
志
云
、
寓
柵
湖
有
銅
牛
、
人
逐
之
上
東
山
、
掘
之
走
至
此
柵
、
故
川
有
柵
口
、
牛
埴
之
名
.
こ
こ
に
も
採
掘
伝
説
が
あ
る
訳
で
、
は
な
は
だ
興
味
深
い
、
ち
な
み
に
、
奔
牛
肉
地
名
は
今
も
残
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
江
蘇
省
常
州
市
の
西
に
あ
16 
る
奔
牛
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
地
は
、
地
図
で
見
る
と
太
湖
を
は
さ
ん
で
、
海
盤
、
海
寧
の
地
と
ほ
ぼ
向
い
あ
っ
た
場
所
に
位
置
し
て
い
る
。
ま
さ
に
呉
楚
の
聞
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
よ
う
か
。
金
牛
の
名
を
冠
す
る
地
名
に
つ
い
て
更
に
調
べ
て
み
る
と
、
『
賓
宇
記
』
巻
一
四
六
、
山
南
東
道
、
荊
門
軍
当
陽
県
に
は
金
牛
な
る
地
が
あ
り
、
『
荊
州
記
吋
ー
を
引
い
て
、
紫
叢
山
有
企
牛
。
毎
雲
嶋
田
慨
見
牛
出
食
光
照
。
一
山
即
金
之
精
爾
。
と
い
い
、
『
輿
地
紀
勝
』
巻
七
八
、
荊
湖
北
路
、
荊
門
軍
、
景
物
上
も
ほ
ぽ
同
ヒ
こ
と
を
述
べ
る
、
一
山
が
す
べ
て
金
向
精
で
あ
る
と
言
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
の
湖
北
省
当
陽
県
の
地
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
閉
じ
湖
北
省
に
は
次
の
よ
う
な
金
牛
伝
説
も
あ
る
。
m
 
史
帯
武
昌
郡
記
目
、
武
昌
牛
閥
、
古
老
相
伝
云
、
有
金
牛
出
此
。
今
半
巴
崩
、
破
坑
大
数
十
丈
、
牛
因
踏
出
践
崩
没
石
、
遺
漣
尚
在
。
現
在
の
地
図
で
調
べ
て
み
て
も
、
武
漢
市
お
よ
び
武
昌
の
南
に
、
金
牛
と
い
う
地
名
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
か
ら
、
『
筑
字
記
』
巻
一
ー
一
三
、
江
南
西
道
、
興
園
軍
大
冶
県
に
は
金
牛
塾
と
称
せ
ら
れ
る
所
が
あ
り
、
金
牛
塾
在
州
西
北
二
百
七
十
六
里
、
輿
地
志
云
、
昔
有
金
牛
、
従
塾
出
。
金
牛
長
敏
丈
、
所
露
出
塾
港
、
破
上
有
遺
跡
。
と
の
こ
と
で
、
『
輿
地
紀
勝
』
巻
三
三
、
江
南
西
路
、
興
園
軍
、
景
物
下
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
そ
し
て
、
先
に
触
れ
た
武
昌
の
南
に
あ
る
金
牛
は
、
現
在
は
大
治
県
と
共
に
、
賞
石
市
町
中
に
包
括
さ
れ
て
お
り
、
武
昌
の
牛
肉
と
金
牛
塾
と
、
現
在
的
金
牛
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
る
の
か
は
明
白
で
は
な
い
が
、
そ
の
あ
た
り
に
も
か
な
り
古
い
時
代
か
ら
広
い
範
聞
に
わ
た
っ
て
金
牛
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
以
上
に
述
べ
た
以
外
に
、
『
寵
宇
記
』
は
金
牛
肉
畳
間
を
冠
す
る
地
名
と
し
て
、
巻
二
ニ
三
、
山
南
西
道
、
興
元
府
褒
城
県
的
金
牛
廃
県
と
、
巻
一
五
七
、
徹
南
道
、
慶
州
南
海
県
内
金
牛
部
を
あ
げ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
距
離
的
に
や
や
離
れ
て
い
て
、
江
准
の
聞
と
は
認
め
が
た
い
の
で
、
今
は
触
れ
な
い
。
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
、
『
輿
地
紀
勝
』
巻
二
二
、
江
南
東
路
、
池
州
、
銅
陵
県
内
条
に
は
「
金
山
」
の
地
名
が
見
え
、
在
銅
陵
之
順
安
錦
、
昔
有
企
牛
出
遊
。
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
現
在
円
安
倣
省
銅
陵
県
内
地
で
あ
る
が
、
金
牛
肉
出
遊
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
故
に
金
山
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
寅
際
に
何
ら
か
の
鉱
物
が
採
取
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
を
考
え
る
為
に
は
金
的
字
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
地
図
を
検
し
て
み
る
と
、
県
湖
町
南
、
安
徽
省
暖
江
県
西
北
の
あ
た
り
に
も
金
牛
と
い
う
地
名
が
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
読
史
方
輿
紀
要
』
巻
二
六
、
江
南
、
座
州
府
直
江
県
に
、
金
牛
山
腕
西
北
四
十
里
。
蹴
有
倍
、
呉
赤
烏
二
年
造
.
下
有
企
牛
城
、
今
為
金
牛
市
。
と
あ
る
そ
の
市
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
関
更
に
『
中
園
古
今
地
名
大
辞
典
』
で
、
金
牛
の
名
を
冠
す
る
地
名
を
調
査
し
て
み
る
と
、
江
蘇
省
准
安
県
の
西
北
十
里
に
は
「
金
牛
岡
」
が
あ
り
、
同
じ
江
蘇
省
内
概
陽
県
南
七
十
里
、
安
徽
省
成
徳
県
と
の
省
境
内
あ
た
り
に
は
「
金
牛
徹
」
が
あ
る
と
の
こ
と
。
以
上
に
見
て
来
た
よ
う
に
、
筆
者
の
わ
ず
か
の
調
査
の
結
果
に
よ
っ
て
も
、
金
牛
肉
誼
聞
を
冠
す
る
地
名
が
、
江
蘇
・
安
徽
・
斯
江
・
湖
北
・
湖
南
の
各
省
に
わ
た
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
捕
寧
杭
地
域
を
中
心
と
し
て
広
〈
分
布
し
て
回
り
、
そ
の
大
半
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
か
た
ち
で
、
金
牛
に
関
す
る
伝
承
が
並
存
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
何
か
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
に
若
干
触
れ
た
、
地
穴
や
抜
穴
や
地
脈
な
ど
と
の
関
係
が
深
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、
井
す
な
わ
ち
井
戸
と
洞
穴
と
が
あ
る
。
『
賓
宇
記
』
当
塗
県
の
項
に
引
く
伏
泊
町
『
北
征
記
』
に
よ
れ
4
6
、九
井
山
在
丹
陽
。
山
有
九
井
、
五
井
乾
、
四
井
過
大
江
。
昔
有
人
卸
馬
鞍
、
乃
従
牛
渚
得
之
、
即
知
通
江
。
と
の
こ
と
で
あ
り
、
前
に
も
あ
げ
た
丹
陽
穴
と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
る
が
、
要
す
る
に
四
井
は
大
江
に
通
じ
、
牛
渚
に
も
何
ら
か
の
か
た
ち
で
通
じ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
付
近
に
地
脈
と
で
も
称
す
べ
き
も
の
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
証
左
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
外
に
も
更
に
、
司
馬
井
と
い
う
井
戸
も
存
在
せ
し
も
)
の
の
如
く
、
前
掲
『
安
字
記
』
に
は
、
国
司
馬
井
在
城
南
一
十
星
。
九
井
皆
司
馬
桓
公
所
盤
。
悼
と
い
う
が
、
井
戸
町
数
の
九
と
い
う
数
字
の
一
致
は
極
め
て
興
味
深
い
も
炊
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。
ーと
六
朝
期
の
古
小
説
類
町
中
に
は
、
洞
穴
や
井
戸
な
ど
を
通
過
し
て
仙
郷
台
に
到
達
し
た
と
い
う
説
話
が
大
へ
ん
多
い
。
有
名
な
「
桃
花
源
記
」
は
、
ほ
の
か
に
光
あ
る
山
中
の
小
口
よ
り
入
っ
た
と
言
う
も
の
で
あ
る
し
、
薬
石
を
採
取
す
る
為
に
霊
洞
に
入
っ
た
人
が
仙
郷
に
到
り
、
後
に
旧
郷
に
戻
っ
17 
て
み
品
川
、
九
代
町
孫
町
時
代
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
、
『
拾
遺
記
』
の
洞
庭
山
の
話
、
更
に
は
樹
高
山
町
大
穴
に
堕
ち
た
間
百
人
が
、
行
く
こ
と
十
日
あ
ま
り
で
対
局
中
町
仙
人
に
逢
い
、
そ
の
指
示
に
従
が
っ
て
一
井
に
身
を
投
山
、
井
戸
町
物
を
食
し
て
、
遂
に
萄
中
に
出
た
と
い
う
『
幽
明
録
』
町
一
説
話
、
妻
に
謀
ら
れ
て
格
下
町
一
洞
穴
に
落
と
さ
れ
た
襟
人
が
、
一
穴
を
見
出
し
て
そ
こ
を
通
っ
て
金
色
に
輝
〈
仙
郷
に
達
し
、
九
処
を
経
て
後ω
 
に
交
郡
に
出
た
と
い
う
、
同
じ
〈
『
幽
明
録
』
所
収
と
側
、
え
ら
れ
る
話
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
程
で
あ
る
。
穴
井
や
洞
穴
を
通
り
抜
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
母
神
の
胎
内
へ
の
回
帰
を
思
わ
せ
る
幻
想
的
な
旅
行
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
他
界
へ
の
道
を
通
り
抜
け
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
し
か
も
そ
の
他
界
は
地
下
の
別
世
界
で
は
あ
る
が
、
死
者
の
世
界
と
は
又
違
っ
た
、
「
冥
界
に
あ
ら
ざ
る
地
下
町
別
世
界
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
-
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
穴
井
あ
る
い
は
洞
穴
は
、
現
実
の
世
界
と
他
界
と
を
結
よ
、
重
要
な
接
占
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
荘
子
』
大
宗
師
篇
に
は
、
道
を
得
た
も
の
と
し
て
神
霊
的
名
を
列
挙
し
、
西
王
母
に
つ
い
て
も
、
西
王
母
得
之
、
坐
干
少
腐
。
と
い
う
。
そ
の
西
王
母
が
坐
し
て
い
る
少
広
に
関
し
て
は
、
注
釈
家
に
よ
っ
て
説
を
異
に
す
伊
が
、
「
穴
名
」
す
な
わ
ち
洞
穴
町
名
称
で
あ
る
と
す
る
説
の
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
聞
と
こ
ろ
で
、
『
淵
鑑
類
函
』
巻
二
六
、
穴
、
に
は
王
稲
之
内
『
南
康
記
』
に
言
う
と
し
て
、
平
町
有
覆
笥
山
。
道
士
遺
言
云
、
是
一
一
拍
地
、
下
有
潜
穴
、
未
詳
有
所
通
不
。
と
の
記
述
が
あ
る
。
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
き
だ
か
で
は
な
い
が
、
地
下
18 
に
潜
穴
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
潜
穴
が
ど
こ
に
通
じ
て
い
る
か
は
わ
か
ら
ぬ
も
の
の
、
道
士
に
よ
っ
て
福
地
と
み
な
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
福
地
は
一
般
人
に
は
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
ら
か
の
幸
福
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ご
〈
稀
に
で
は
あ
る
が
そ
の
思
恵
を
こ
う
む
っ
た
場
合
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
井
を
撃
っ
て
富
を
得
た
と
い
う
腕
倹
の
故
斡
で
あ
る
。
河
南
平
陰
腕
倫
、
本
貌
郡
部
入
。
遭
倉
卒
之
世
、
失
其
父
、
時
倫
三
歳
、
弟
機
織
抱
耳
.
流
耕
客
居
直
里
中
、
盤
井
得
銭
千
除
問
、
盆
温
富
。
i
時
人
為
之
語
目
、
直
旦
諸
鹿
、
盤
井
得
銅
、
買
奴
得
公
.
:
・
井
戸
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
述
は
な
い
が
、
こ
の
話
も
福
地
思
想
的
一
一
閣
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
井
と
言
え
ば
、
九
井
に
つ
い
て
は
先
に
も
若
干
触
れ
た
が
、
そ
れ
は
『
准
南
子
』
地
形
訓
に
見
え
る
、
国
向
の
増
域
に
九
つ
の
井
戸
が
あ
る
と
い
う
記
述
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
山
海
経
』
海
内
西
経
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
り
、
海
内
昆
市
之
虚
、
在
西
北
、
帝
之
下
都
、
毘
命
之
虚
、
方
凡
百
里
、
商
高
仰
、
上
宥
木
禾
、
長
五
専
、
大
五
圏
、
面
有
九
井
、
以
五
為
樟
ー
と
い
う
。
小
川
環
樹
博
加
は
、
「
お
そ
ら
く
九
井
町
井
戸
の
水
も
不
死
の
襲
」
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
井
戸
町
中
に
存
在
す
る
も
の
が
人
に
幸
福
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
そ
れ
も
福
地
思
想
の
一
種
で
あ
る
と
解
釈
で
き
よ
う
。
井
戸
の
底
と
い
え
ば
、
唐
代
町
詩
人
で
あ
る
銭
起
に
「
石
井
」
と
題
す
る
次
の
よ
う
な
ω
 
詩
が
あ
り
、
片
霞
照
仙
井
泉
底
桃
花
紅
那
知
幽
石
下
不
奥
武
段
通
片
霞
仙
井
を
照
均
し
泉
底
桃
花
紅
な
り
那
ぞ
知
ら
ん
幽
石
町
下
武
陵
と
通
ぜ
ざ
る
を
と
詠
じ
て
、
霞
に
照
ら
さ
れ
た
石
井
町
奥
底
に
、
武
陵
町
桃
源
境
に
も
通
ず
る
も
の
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
井
底
に
は
何
か
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
福
地
思
想
が
地
下
町
別
世
界
内
存
在
と
ど
う
か
か
わ
る
の
か
は
、
地
下
町
冥
界
と
の
関
係
も
あ
っ
て
、
明
言
し
が
た
い
。
そ
の
点
で
、
牛
渚
の
磯
で
温
崎
が
燃
犀
に
よ
っ
て
見
た
と
い
う
、
「
奇
形
異
状
、
或
い
は
馬
車
に
乗
り
赤
衣
を
著
け
た
る
者
」
は
極
的
て
重
要
な
鍵
と
な
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
六
朝
か
ら
唐
代
期
の
古
小
説
に
お
い
て
、
冥
界
的
官
吏
は
赤
い
衣
服
を
着
け
た
者
が
多
く
登
場
す
酬
の
で
あ
る
。
混
幡
町
故
事
は
、
見
て
は
な
ら
な
い
他
界
、
す
な
わ
ち
地
下
町
世
界
、
あ
る
い
は
冥
界
を
、
無
理
や
り
に
見
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
牛
清
の
磯
町
下
に
は
よ
く
そ
の
正
体
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
何
か
が
存
在
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
牛
渚
付
近
を
は
じ
め
江
水
准
水
町
間
に
広
く
分
布
し
て
い
る
洞
穴
や
吹
穴
や
井
戸
に
つ
い
て
の
伝
説
は
、
そ
れ
ら
の
下
に
も
何
か
、
別
の
世
界
、
他
界
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
う
。
四
あ
る
特
定
同
地
域
に
金
牛
に
つ
い
て
の
伝
承
が
存
在
し
、
ま
た
金
牛
肉
名
を
冠
す
る
地
名
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
地
域
が
一
一
磁
の
「
聖
な
る
」
地
域
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
何
ら
か
の
禁
忌
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
牛
渚
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
や
は
り
金
牛
伝
説
か
ら
地
名
が
で
き
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
暗
黙
の
禁
思
が
存
在
し
た
可
能
性
は
極
め
て
大
き
い
。
そ
の
意
味
で
、
禁
忌
に
果
敢
に
挑
戦
し
た
温
鳴
が
悲
劇
的
な
最
後
を
遂
げ
た
の
は
、
む
し
ろ
当
然
と
さ
え
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ω
 
と
こ
ろ
で
金
牛
に
つ
い
て
は
、
五
行
の
書
で
あ
る
『
瑞
王
図
』
に
次
の
よ
う
に
言
、
っ
。
金
牛
瑞
器
也
。
王
者
土
地
開
開
。
則
金
牛
至
。
要
す
る
に
、
金
牛
は
吉
祥
の
し
る
し
で
あ
り
、
王
者
が
土
地
を
ひ
ら
け
ば
そ
こ
に
金
牛
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
う
。
王
者
は
文
字
ど
お
り
に
解
釈
し
て
よ
か
ろ
う
。
王
者
に
は
王
者
向
気
と
い
う
も
の
が
存
在
し
た
目
さ
れ
る
が
、
金
に
も
そ
れ
は
あ
っ
た
と
言
う
。
古
〈
『
史
記
』
の
天
宮
書
に
、
金
賀
之
上
、
皆
有
無
。
不
可
不
察
、
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
先
に
引
用
し
た
『
荊
州
記
』
に
言
う
と
い
う
紫
華
山
内
金
牛
も
、
そ
の
金
の
気
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
問
問
石
田
英
一
郎
氏
は
、
金
牛
も
水
怪
を
圧
す
る
も
の
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
?
え
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
確
か
に
金
牛
伝
説
は
水
辺
に
多
〈
、
し
か
十
も
鎖
鋭
で
つ
な
が
れ
て
い
た
と
い
う
記
述
を
伴
な
う
場
合
が
稀
で
は
な
い
献
こ
と
は
、
小
稿
の
引
用
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
、
金
牛
に
は
吐
そ
れ
以
外
的
意
味
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
吉
祥
の
し
る
し
、
針
瑞
器
町
意
味
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
胡
介
の
『
常
徳
図
酔
を
今
一
度
9
引
い
て
み
る
と
、
と
-
一
守
ワ
、
そ
の
金
牛
を
見
れ
ば
太
平
に
応
ず
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
『
瑞
応
図
』
に
言
、
つ
が
如
き
、
瑞
器
と
し
て
、
太
平
を
も
た
ら
す
官
祥
の
し
る
し
と
い
う
意
味
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
巴
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
金
属
官
説
、
す
な
わ
ち
金
鉱
山
内
伝
承
が
あ
る
ロ
当
塗
西
北
町
金
牛
渚
に
つ
い
て
は
、
先
に
引
い
た
如
く
、
「
金
有
り
銅
と
相
似
た
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
し
、
常
徳
的
金
牛
山
に
は
金
穴
が
あ
っ
て
「
淘
し
て
之
を
採
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
更
に
洞
庭
上
の
天
帝
壇
山
の
金
牛
穴
は
、
呉
の
孫
権
の
時
「
人
を
し
て
金
を
掘
ら
し
む
し
る
と
、
金
が
牛
に
化
し
て
山
に
走
り
上
っ
た
と
伝
え
る
。
長
沙
に
近
い
部
州
普
化
県
の
金
牛
岡
は
、
江
中
に
金
糞
を
し
た
牛
が
山
中
に
入
っ
た
の
で
「
乃
ち
地
を
掘
り
て
之
を
求
め
」
た
そ
の
処
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
海
盟
内
金
牛
山
も
金
糞
を
す
る
牛
に
随
っ
て
山
に
入
り
、
そ
れ
を
取
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
山
が
く
ず
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
荊
州
の
紫
蓋
山
に
至
っ
て
は
「
一
山
す
な
わ
ち
金
向
精
の
み
」
と
、
あ
た
か
も
金
山
が
金
の
精
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
感
じ
さ
え
す
る
。
か
く
の
知
く
、
金
牛
と
金
鉱
山
と
に
は
強
い
関
迷
性
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
説
話
は
単
に
地
名
の
由
来
を
説
明
す
る
だ
け
の
も
の
で
、
現
実
に
金
鉱
山
が
存
在
し
た
か
否
か
は
さ
だ
か
で
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
ま
っ
た
く
否
定
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
筆
者
は
先
に
別
刷
に
お
い
て
、
金
牛
渚
の
「
金
と
相
似
た
る
」
銅
に
つ
い
て
論
じ
、
江
准
の
間
の
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
、
丹
陽
と
産
銅
に
関
す
る
伝
承
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
を
分
析
し
た
が
、
金
牛
な
ら
び
に
産
金
の
伝
承
も
、
あ
た
か
も
そ
れ
に
呼
応
す
る
が
如
く
に
、
江
南
町
各
地
に
多
く
存
在
し
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
こ
札
グ
と
は
一
体
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
金
牛
山
是
山
有
企
牛
、
見
別
感
太
平
。
・
:
初
金
牛
肉
「
金
」
が
必
吋
し
も
賞
金
だ
け
を
意
味
す
る
も
町
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
『
漢
書
』
戸
、
金
有
三
等
、
賞
金
為
上
、
白
金
為
中
、
赤
金
為
下
。
と
あ
る
よ
う
に
、
銀
や
銅
を
も
広
〈
「
金
」
山
称
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
江
南
地
域
は
古
来
、
『
詩
経
』
伴
水
に
、
大
賂
南
金
大
い
に
南
金
を
贈
る
と
あ
る
よ
う
に
、
南
方
町
金
(
す
な
わ
ち
銅
)
円
産
地
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
。
中
園
古
代
の
銅
鏡
町
う
ち
、
准
河
流
域
か
ら
江
南
地
帯
に
か
け
て
の
あ
た
り
か
ら
発
見
さ
れ
る
例
的
多
い
こ
と
は
、
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
制
。
そ
れ
ら
を
あ
わ
せ
考
え
る
な
ら
、
金
牛
伝
説
は
金
・
銀
・
銅
な
か
ん
づ
く
銅
鉱
山
と
か
な
り
密
接
な
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
金
牛
の
出
奔
伝
説
は
金
あ
る
い
は
銅
鉱
山
の
資
源
の
枯
渇
に
合
理
的
な
解
釈
を
ほ
ど
こ
さ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
金
牛
肉
出
奔
を
吉
祥
の
し
る
し
の
喪
失
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
吉
祥
す
な
わ
ち
富
、
富
す
な
わ
ち
鉱
山
と
い
う
解
釈
も
可
能
で
あ
り
、
吉
祥
の
地
は
す
な
わ
ち
福
地
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
次
に
洞
穴
と
井
戸
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
地
脈
や
さ
ら
に
炊
穴
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
、
楽
園
あ
る
い
は
仙
郷
に
到
る
近
道
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
鉱
脈
や
鉱
山
な
ど
地
中
町
宝
物
と
の
関
係
で
福
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
井
戸
に
し
て
も
炊
穴
に
し
て
も
津
水
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
が
深
け
れ
ば
深
い
程
、
そ
の
下
に
は
何
か
大
切
な
も
の
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
、
古
代
の
人
々
の
想
像
心
を
か
き
た
て
る
と
同
時
に
、
強
い
畏
怖
心
を
も
生
ぜ
し
め
て
、
そ
こ
に
禁
思
が
つ
く
り
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
そ
れ
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
隠
公
元
年
内
条
に
見
え
る
「
黄
泉
」
の
語
に
つ
き
社
預
の
注
が
、
地
中
之
泉
、
故
田
賀
県
。
と
解
し
、
ま
た
服
鹿
が
、
天
玄
地
賞
、
泉
在
地
中
.
と
釈
す
る
こ
と
は
興
味
よ
か
い
。
す
な
わ
ち
賞
泉
と
は
地
中
町
水
中
世
界
を
意
味
す
る
こ
と
ば
と
考
え
ら
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
賞
泉
」
の
語
が
果
た
し
て
中
園
に
お
い
て
他
界
的
意
味
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
た
か
同
に
つ
い
て
は
断
じ
が
た
い
が
、
洞
穴
や
井
戸
な
ど
と
の
つ
な
が
り
を
も
考
え
る
な
ら
、
地
中
町
水
中
世
界
、
あ
る
い
は
地
母
神
の
胎
内
に
通
じ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い
。
そ
れ
故
、
洞
穴
に
し
て
も
井
戸
に
し
て
も
、
福
地
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
地
下
町
水
中
世
界
に
も
通
じ
る
、
生
と
死
町
一
隅
義
性
を
あ
わ
せ
も
つ
場
所
で
あ
る
と
い
う
古
い
記
憶
か
ら
、
恐
れ
ら
れ
る
と
と
も
に
富
や
財
宝
へ
の
あ
こ
が
れ
か
ら
、
禁
忌
が
つ
く
り
出
さ
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
牛
渚
は
恐
ら
く
そ
の
典
型
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
と
も
あ
れ
牛
渚
の
磯
の
あ
た
り
に
い
に
し
え
よ
り
存
在
し
た
怪
異
を
手
が
か
り
と
し
て
、
そ
れ
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
金
牛
と
洞
穴
の
伝
説
に
つ
い
て
、
江
南
町
各
地
に
お
け
る
古
伝
承
と
地
名
を
中
心
に
若
干
の
考
察
を
試
み
て
み
た
が
、
そ
の
わ
ず
か
の
結
果
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
伝
承
の
影
に
存
在
す
る
一
定
的
事
実
と
、
そ
れ
を
支
え
た
無
数
何
人
々
の
記
憶
と
想
像
と
願
望
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
十
分
に
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
江
南
町
古
い
金
属
文
化
と
の
関
わ
り
ゃ
、
地
中
の
地
母
神
の
世
界
と
他
界
あ
る
い
は
農
耕
文
化
と
の
関
係
を
は
じ
め
と
し
て
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
は
大
き
い
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
将
来
稿
を
改
め
て
考
え
直
し
て
み
た
い
。
大
方
向
御
叱
正
を
乞
い
願
う
次
第
で
あ
'hwa 
註
ω
『
全
唐
詩
』
書
局
本
、
開
二
函
九
冊
所
収
ι
作
者
の
学
踊
は
東
川
の
人
‘
開
元
十
三
年
の
進
士
で
官
は
新
郷
町
尉
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
ω
『
興
地
紀
勝
』
巷
一
八
、
江
南
東
路
太
平
府
、
古
強
、
及
び
『
高
麗
宜
惇
一
統
志
』
題
一
二
O
陵
墓
、
巷
一
二
一
洞
刷
、
に
よ
る
-
m
『
太
平
嗣
岡
地
』
岩
八
八
五
、
抵
異
部
一
、
怪
、
に
も
引
用
あ
り
。
ω
『
志
怪
』
と
題
す
る
書
は
融
っ
か
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
曹
耽
の
『
志
怪
¥
祖
台
之
町
『
志
怪
へ
孔
的
の
『
(
孔
氏
)
志
怪
』
そ
れ
に
殖
氏
の
『
志
怪
記
』
な
ど
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
侠
し
た
。
し
た
が
っ
て
本
粂
も
い
ず
れ
の
『
志
怪
伽
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
か
は
き
だ
か
で
な
い
。
間
『
輿
地
膚
記
』
春
二
四
、
江
南
東
路
、
当
島
県
、
牛
渚
山
粂
白
同
世
ロ
は
江
西
省
の
実
在
の
地
名
で
畏
江
沿
い
の
拠
点
で
あ
る
が
、
単
純
な
字
の
異
同
と
み
志
す
。
的
金
陵
瞥
局
枝
刊
、
光
緒
六
年
工
壇
『
一
万
和
郡
県
図
志
』
者
二
八
、
江
南
道
四
、
当
控
県
、
牛
渚
山
.
同
『
嗣
置
』
巷
四
六
、
地
部
一
一
、
牛
措
山
.
に
も
同
様
の
記
事
あ
り
、
『
宜
地
図
経
』
を
出
典
と
し
て
あ
げ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
一
切
不
明
。
側
『
陥
志
』
お
よ
び
雨
『
唐
志
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
『
輿
地
志
』
は
も
と
三
十
巻
よ
刷
り
成
っ
た
ら
し
い
。
側
主
盟
主
類
束
』
事
七
二
お
よ
び
『
榔
寛
』
巻
八
六
ニ
に
引
く
『
列
異
伝
』
に
よ
れ
ば
.
借
地
脈
と
は
地
中
に
存
在
す
る
と
信
じ
ら
れ
た
ぬ
け
道
ら
し
い
。
軒
理
は
『
文
選
』
所
穴
収
円
「
江
賦
」
に
も
『
山
梅
経
』
注
と
は
ぽ
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
.
洞
川
『
醐
畦
』
巻
四
六
‘
地
部
一
一
、
包
山
、
お
よ
び
『
官
学
記
』
者
九
一
‘
江
南
東
道
、
せ
蘇
州
呉
県
。
合
同
州
『
聞
置
』
巷
四
六
、
地
部
一
一
、
包
山
、
お
よ
び
『
泌
唐
地
理
書
紗
』
所
収
、
陸
広
徴
『
呉
地
記
』
附
『
楓
置
』
巻
五
回
、
地
部
一
九
、
穴
、
所
収
。
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同
「
金
牛
」
は
、
J
H字
記
』
に
「
金
井
」
と
作
る
が
牛
字
の
誤
ま
リ
と
思
わ
れ
る
の
で
改
由
る
。
仰
『
嗣
瞳
』
巷
七
一
、
地
部
三
六
、
情
、
お
よ
び
巷
八
一
一
、
暗
主
部
一
O
金
下
。
ま
た
『
世
田
文
如
来
』
題
八
三
、
宝
王
部
、
金
。
柵
童
請
は
哲
人
、
『
全
晋
文
』
巷
五
六
は
、
『
醐
宜
h
を
引
い
て
同
様
の
文
を
収
時
.
た
だ
し
「
拾
」
字
は
「
博
」
に
作
る
。
「
江
賦
住
」
に
つ
い
て
は
詳
細
は
不
明
.
間
司
輿
地
紀
時
』
巻
二
、
雨
前
西
路
.
臨
安
府
、
景
物
下
司
に
も
同
様
の
記
事
あ
り
。
同
胡
介
町
『
常
龍
図
経
』
に
つ
い
て
は
一
一
切
不
明
.
問
こ
の
世
は
附
の
大
業
中
に
嗣
ま
れ
た
も
の
か
。
岡
崎
刑
判
字
記
』
者
九
一
、
江
南
東
道
、
蘇
州
呉
県
。
ま
た
『
輿
地
紀
勝
』
事
五
、
雨
断
西
路
.
平
江
府
景
物
下
、
に
も
同
棋
の
記
述
あ
り
。
劉
道
毘
の
『
銭
地
記
』
に
関
し
て
は
詳
細
は
不
明
。
ωこ
の
書
は
『
拠
唐
地
理
書
紗
』
総
目
に
引
く
「
副
澄
之
掲
州
記
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
A
M
凶
『
荊
州
記
』
に
つ
い
て
は
、
京
の
臨
川
王
伴
郎
、
盛
弘
之
の
も
の
の
地
.
菅
の
躍
注
、
京
町
民
仲
施
、
郭
仲
産
、
斉
の
劉
世
之
ら
の
探
し
た
も
の
の
侠
丈
も
残
存
し
、
本
条
は
い
づ
れ
の
も
の
か
は
不
明
。
側
『
御
覧
』
事
九
0
0、
欧
部
一
二
、
牛
下
、
所
収
.
こ
の
書
は
『
抽
出
唐
地
理
由
紗
』
総
自
に
い
う
「
史
控
武
昌
記
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
刷
商
務
印
書
館
刊
行
『
中
園
古
今
地
名
大
辞
典
』
(
一
九
三
一
年
)
。
側
企
牛
に
関
し
て
は
、
石
田
英
一
郎
『
新
版
河
童
駒
引
考
』
(
一
九
四
八
初
版
、
の
ち
『
石
田
英
一
郎
全
品
』
新
装
版
、
臨
五
巻
所
収
)
、
揖
ニ
輩
「
牛
と
水
紳
」
中
の
「
金
制
金
牛
」
の
項
を
参
問
。
な
お
石
田
氏
は
、
金
牛
伝
説
は
「
大
た
い
曹
の
こ
ろ
か
ら
、
広
東
稲
建
・
江
西
町
地
方
に
か
け
て
伝
播
し
た
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
‘
金
牛
伝
説
は
も
と
も
と
江
南
の
‘
特
に
江
堆
町
聞
に
は
じ
ま
っ
た
町
で
は
な
か
ろ
う
か
.
側
『
楳
説
描
書
』
所
収
『
拾
遺
記
』
巻
十
、
洞
庭
山
.
m
『
御
置
』
幸
三
九
ほ
か
引
〈
『
世
説
新
語
』
{
『
古
小
説
鈎
沈
』
に
し
た
が
い
『
幽
明
韻
』
と
改
む
)
。
側
『
初
学
記
』
者
二
九
ほ
か
引
く
『
幽
明
録
』
(
『
古
小
説
鈎
沈
』
所
収
可
制
疏
に
は
「
少
属
、
西
極
山
名
也
」
と
あ
る
が
、
釈
文
に
は
、
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少
鵬
、
司
馬
云
、
穴
名
ー
と
あ
り
.
側
こ
の
書
は
『
誕
唐
地
理
書
紗
』
に
「
王
故
之
ろ
、
ヲ
.
仰
『
御
覧
』
春
一
凡
九
、
居
処
部
、
井
、
岩
四
七
二
、
人
事
部
、
富
下
、
岩
五
0
0
.
人
事
部
、
奴
時
、
岩
八
三
六
、
資
産
部
、
鏡
下
、
の
ほ
か
『
芸
文
飯
田
地
』
幸
三
五
、
入
部
、
奴
、
に
『
風
俗
通
』
を
引
〈
.
本
項
町
引
用
は
『
櫛
置
』
四
七
二
に
よ
る
.
側
小
川
環
樹
「
中
置
の
楽
園
表
卑
」
{
『
文
学
に
お
け
る
櫨
岸
査
車
の
研
究
』
一
九
五
九
、
所
収
.
の
ち
「
神
話
よ
り
小
説
へ
」
と
改
題
、
『
中
国
小
説
史
的
研
究
』
一
九
六
九
、
に
再
収
可
側
『
全
唐
語
』
阻
函
五
冊
、
所
収
。
同
前
野
直
栴
「
冥
界
瀞
行
」
上
下
(
『
中
国
文
学
報
』
一
四
、
一
五
号
所
収
、
一
九
六
一
、
町
ち
同
氏
『
中
園
小
説
史
考
』
一
九
七
五
、
に
収
品
)
。
側
『
初
学
記
』
巻
九
、
総
担
帝
王
、
引
〈
『
孫
氏
瑞
王
図
』
。
金
牛
と
玉
周
を
瑞
器
と
す
唱。
側
『
史
記
』
岩
三
七
、
天
官
聾
.
側
前
註
仰
引
〈
、
石
田
英
一
郎
「
企
鎖
金
牛
」
。
同
前
註
間
引
〈
、
胡
介
『
常
徳
図
経
ヘ
醐
拙
稿
「
江
南
の
産
銅
伝
説
に
つ
い
て
l
古
小
説
を
中
心
と
し
て
|
」
(
『
東
洋
史
苑
』
一
五
号
所
収
、
一
九
七
六
年
)
。
側
『
拠
嘗
』
巻
二
四
下
、
宜
賀
志
下
、
所
収
。
孟
康
の
注
に
は
、
白
金
、
担
也
.
赤
金
、
丹
陽
銅
也
。
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
.
刷
『
詩
経
』
魯
晴
、
昨
水
。
間
駒
井
和
世
『
中
園
古
鏡
の
研
究
』
(
一
九
五
三
初
版
)
、
臨
一
章
中
国
古
代
に
除
け
る
鋭
鑑
.
附
十
三
経
注
疏
本
『
春
秋
疏
』
事
二
、
隠
公
元
年
.
附
参
冊
、
大
久
保
隆
郎
「
『
賀
県
』
町
語
の
一
考
察
」
(
『
加
賀
博
士
退
官
記
企
中
園
丈
史
哲
学
論
文
舗
へ
一
九
七
九
、
所
収
}
お
よ
び
、
江
頭
広
「
黄
泉
に
つ
い
て
左
伝
民
悟
考
そ
の
一
l
」
(
『
池
田
求
利
博
士
古
柿
記
念
昌
一
示
、
山
名
E
或
云
、
西
方
空
博
之
名
@
南
康
記
」
と
す
る
も
の
の
こ
と
で
あ
東
洋
学
論
語
へ
一
九
八
0
.
所
収
)
.
附
記
小
稿
脱
稿
桂
、
沢
国
瑞
穂
教
授
の
「
金
牛
の
鎖
」
(
「
天
理
大
学
学
報
」
七
九
輯
、
一
九
七
ニ
)
を
統
み
、
一
部
共
通
す
る
資
料
を
使
っ
て
、
別
の
結
論
に
連
し
て
お
ら
れ
る
の
を
知
っ
た
が
、
錨
者
は
現
時
点
で
は
小
稿
で
論
じ
た
と
お
り
に
考
え
て
い
る
。
ま
た
南
金
に
つ
い
て
は
、
京
都
大
学
の
小
南
一
郎
助
教
授
の
榔
示
一
敢
に
よ
る
。
